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10
年
間
過
ご
し
た
母
校
を
卒
業
し
、
早
15

年
以
上
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
都
内
を
中
心
に
料
理
と

マ
ナ
ー
の
講
師
と
し
て
活
動
し
、
自
宅
で
は

外
国
人
向
け
の
和
食
教
室
を
主
宰
し
て
い
ま

す
。30

代
、
夫
の
仕
事
で
ロ
ン
ド
ン
・
バ
ン
コ

ク
と
在
外
生
活
を
送
る
機
会
が
あ
り
、
そ
れ

ま
で
当
た
り
前
と
考
え
て
い
た
、日
本
の「
マ

ナ
ー
」
や
「
料
理
」
に
対
す
る
、
世
界
の
高

い
評
価
や
発
信
力
を
再
認
識
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
赴
任
前
か
ら
仕
事
と
し
て
い
た

料
理
を
通
し
て
は
在
外
先
で
多
く
の
方
々
と

交
流
を
も
つ
機
会
が
で
き
、
タ
イ
で
は
日
本

と
タ
イ
の
料
理
勉
強
会
を
し
て
い
た
友
人

と
、
タ
イ
で
初
め
て
と
な
る
本
格
日
本
の
家

庭
料
理
本
「ITADAKIM

ASU

」
を
出
版
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
社
会
で
の

家
庭
料
理
は
、
日
常
生
活
の
家
事
の
一
部
と

し
て
の
み
受
け
止
め
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
そ

の
中
に
は
日
本
の
風
土
や
歴
史
を
通
じ
て
誕

生
し
た
文
化
や
食
材
を
活
か
す
知
恵
が
詰

ま
っ
て
い
て
、
海
外
で
の
評
価
・
興
味
は
驚

く
も
の
で
す
。

「
マ
ナ
ー
」
を
習
得
し
日
頃
か
ら
実
践
す

る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
場
で
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
う
こ
と
を
可
能
に

し
、
ま
た
、
日
頃
食
べ
作
っ
て
い
る
「
料
理

（
和
食
）」
を
季
節
や
歴
史
を
含
め
体
系
的
に

学
ぶ
こ
と
は
、
大
変
有
益
な
文
化
交
流
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

日
本
に
戻
り
、
マ
ナ
ー
や
料
理
講
座
の
講
師

と
し
て
１
年
余
り
で
す
が
、
お
子
さ
ん
か
ら

高
校
・
大
学
生
、
独
身
者
・
主
婦
ま
た
リ
タ

イ
ア
し
た
男
性
と
幅
広
い
層
の
生
徒
さ
ん
に

対
し
、料
理
や
マ
ナ
ー
の
意
味
な
ど
も
含
め
、

楽
し
く
学
ん
で
頂
き
な
が
ら
、
私
自
身
、
自

ら
が
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
・
発
信
す
る
こ
と

の
楽
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
、
国
際
化
が

進
む
日
本
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

と
発
信
力
を
高
め
る
こ
と
に
微
力
な
が
ら
繋

が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

日
本
の
﹁
食
﹂﹁
マ
ナ
ー
﹂
と
い
う

文
化
を
伝
え
て

東
京
家
政
学
院
大
学
家
政
学
部　

家
政
学
科
卒
業　

小
林
浩
子

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
研
究
室
で
、
観
光
を
産

業
面
、
経
済
面
の
視
点
か
ら
研
究
し
て
い
ま

す
。
観
光
学
は
学
際
的
な
分
野
で
あ
り
、
学

生
に
親
し
み
や
す
い
よ
う
に
、
理
論
に
偏
る

よ
り
も
実
務
的
な
勉
強
を
多
く
し
て
お
り
、

「
観
光
を
通
じ
て
社
会
の
し
く
み
を
知
る
」

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
製
造
業
の
輸
出
で
経
済
大
国
に
な

り
観
光
は
文
化
と
み
な
し
て
き
ま
し
た
が
、

欧
米
や
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
観
光
を
産
業
と
し

て
育
成
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
小
泉
政
権

以
来
、
日
本
も
観
光
立
国
と
し
て
外
国
人
旅

行
者
誘
致
の
政
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
で
は
、「
観
光
は
、
人
間
が
余
暇
時

間
に
知
的
欲
求
や
休
養
の
た
め
に
移
動
し
て

訪
問
地
で
財
を
消
費
す
る
」
と
い
う
定
義
に

基
づ
き
、
移
動
手
段
の
交
通
全
般
、
宿
泊
手

段
で
あ
る
ホ
テ
ル
等
、
観
光
資
源
で
あ
る
自

然
、
文
化
遺
産
、
そ
れ
ら
を
商
品
化
す
る
旅

行
会
社
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
研
究
を
し
ま

す
。
大
島
ゼ
ミ
に
参
加
す
る
学
生
は
、
専
門

科
目
で
、
空
港
見
学
や
ホ
テ
ル
見
学
で
現
場

の
話
を
聞
き
、
異
文
化
理
解
や
情
報
収
集
や

情
報
発
信
の
技
術
を
学
ん
で
き
て
い
ま
す

が
、
観
光
業
界
に
進
む
意
欲
が
あ
る
な
ら
、

語
学
力
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

精
神
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
生
に
は
留
学
生
も
多
く
、
ア
ジ
ア
の

旅
行
業
界
や
、
海
外
旅
行
体
験
に
基
づ
く
異

文
化
の
課
題
、
震
災
被
災
地
の
観
光
振
興
を

研
究
し
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。
茨
城
県
が

三
年
連
続
で
日
本
の
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
最

下
位
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
改
善
し
よ
う

と
い
う
意
欲
あ
る
学
生
も
お
り
、
県
と
も
連

携
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
組
め
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

筑
波
学
院
大
学

経
営
情
報
学
科　

大
島
ゼ
ミ（教

授　

大
島
愼
子
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

小
林　

浩
子

東
京
家
政
学
院
大
学
家
政
学
部　
　
　

　

家
政
学
科　
（
平
成
６
年
度
卒
業
）

料
理
・
マ
ナ
ー
講
師　

料
理
研
究
家

四
谷
に
て
料
理
教
室　

主
宰
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「東京家政学院創立 9 0 周年記念募金」　報告

　平成 25年（2013 年）に創立 90周年を迎えるのを記念し、平成 22年 7月から開始いたしました「東京家政

学院創立 90周年記念募金」の合計金額は、

　　　　46,298,084 円になりました。（平成 23年 12月 20日現在）

＜ 募金はこのような事業に使われています。＞

KVA ショップ（コンビニ）設置
（町田キャンパス）

食堂・喫茶コーナー整備（町田キャンパス） 植栽プランター設置
（千代田三番町キャンパス）

「子供のための音楽教室」の記念碑設置
（千代田三番町キャンパス）

ローズホールのペンダント照明
（千代田三番町キャンパス）

キャリアサポートセンター設置
（中・高等学校）

名誉教授に二氏ご就任

平成 23年 10 月 20 日（木）に開催された、東京家政

学院大学教授会において、2名の先生が名誉教授に選任

されました。先生方が残されました類い稀なる教育研究

業績に対し、深く敬意を表する次第です。

≪東京家政学院大学≫

　　○中村　アツコ（前現代生活学部教授）

　　○細渕　昌美（前現代生活学部教授）

� 敬称略　

新年おめでとうございます。

本学院では、昨年度、千代田三番町校舎のリニューアルが完成し、４月から、現代家

政学科と健康栄養学科がここに移転し、東京家政学院大学は２キャンパス制となりまし

た。新しく１号館に「大江スミ記念三番町図書館」、ローズホールにカフェテラスが開設

され、ＫＶＡ会館も新装され、学院のコアとしての役割を果たしております。これに加

え東京家政学院創立 90周年記念としてご寄付いただいた募金により町田キャンパスではコンビニ・喫茶コーナーの

整備、三番町キャンパスではキャリアサポートセンター・トイレの整備（中・高校）、植栽などによる環境美化、筑

波学院大学ではパソコン演習室の整備等に充て、全体として学院施設の充実をはかることができました。

平成 24年度は経営改善５カ年計画の３年目にあたり、全学をあげて計画達成に取り組んでおります。東京家政学

院大学では受験生が増加、昨年に続いて定員充足が見込まれています。筑波学院大学、中学・高校でも昨年を上回る

入学生を迎え入れるべく全力を尽くしており、財政的には資金収支において均衡する予算を編成することとしており

ます。少子化という厳しい状況がありますが、このような新しい展望のもとに新年を迎えることができましたのは、

建学の精神を生かした新鮮なビジョンのもとで同窓会、教職員が一体となって、ＫＶＡルネサンスに努力していただ

いた成果であります。

しかし、東日本大震災と原発災害および国際金融の動揺などから、日本経済の不安定性が増しております。こうし

た中で、私たちの学院に、さまざまな夢と希望をもった生徒、学生が入学されております。教職員はこの期待に応え

るべく力を尽くし、心をくだき教育・研究にご努力いただきますことをお願いし、同窓の皆様には学院の維持発展の

ため、いっそうのご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げ、年頭のご挨拶といたします。

年頭所感
　　ＫＶＡルネサンスの基礎を固めよう
	 学校法人東京家政学院理事長　
	 山　口　　孝

東京家政学院大学　千代田三番町校舎

＜お問合せ先＞　
学校法人　東京家政学院

　募金事務局　TEL：０３－３２６２－２２４２
　　　　　　　E-mail�：�bokin@kasei-gakuin.ac.jp

パソコン機器更新（筑波キャンパス）KVA会館の改修
（千代田三番町キャンパス）

トイレ改修　（中・高等学校）

＜お知らせ＞　
　平成 23年１月１日から寄附の「税額控除制度」が導入されました。
　今後とも創立 90周年記念募金に、ご支援、ご協力のほどお願い申し上げます。
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町田キャンパス　
〒194-0292　東京都町田市相原町 2600 番地
TEL：042-782-9811（代）
千代田三番町キャンパス　
〒102-8341　東京都千代田区三番町 22 番地
TEL：03-3262-2251（代）

URL  http://www.kasei-gakuin.ac.jp/

東京家政学院大学
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勉
強
で
す
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
糧
に
多
方
面
に
活

か
し
て
頂
け
れ
ば
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

地
域
連
携
取
り
組
み
が
商
品
化

相
模
原
市
藤
野
町
の
山
間
部
の
南
斜
面
で
は
、
古

く
か
ら
ゆ
ず
の
栽
培
が
お
こ
な
わ
れ
、
藤
野
町
の
特

産
品
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
部
は
、ポ
ン
酢
、

ワ
イ
ン
、
ジ
ャ
ム
、
ゆ
ず
胡
椒
と
し
て
商
品
化
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
果
汁
搾
汁
後
の
果
皮
や
種
は
、
生
産

量
に
見
合
う
有
効
な
利
用
法
が
な
い
た
め
、一
部
は
、

廃
棄
さ
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
。
２
０
０
９
年
相
模

原
市
と
藤
野
町
商
工
会
の
依
頼
を
受
け
、「
ゆ
ず
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
「
藤
野
産
ゆ
ず
の
果
汁
搾
汁

後
の
果
皮
と
種
の
有
効
な
利
用
法
の
検
討
」
の
取
り

組
み
を
行
い
ま
し
た
。
調
理
学
研
究
室
（
小
口
）
の

卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
五
十
嵐
さ
ん
、
池
田
さ

ん
が
、果
皮
や
種
を
利
用
し
た
レ
シ
ピ
考
案
を
行
い
、

ゆ
ず
の
成
分
分
析
を
栄
養
学
研
究
室
（
海
野
）
が
担

当
し
、1
年
間
様
々
な
レ
シ
ピ
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、皮
を
使
っ
た
佃
煮
が
、「
ふ
じ
の
煮
」（
写

真
）
と
し
て
２
０
１
１
年
7
月
に
藤
野
町
商
工
会
よ

り
商
品
化
さ
れ
ま
し
た
。
ゆ
ず
と
か
つ
お
節
、
ご
ま

の
相
性
が
よ
い
、香
り
豊
か
な
一
品
と
な
り
ま
し
た
。

ア
リ
オ
橋
本
と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
の
報
告

８
月
26
日
（
金
）
に
相
模
原
市
橋
本
駅
前
の
ア
リ

オ
橋
本
店
で
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
児
童
学
科
の

教
員
に
よ
る
「
親
子
で
楽
し
む
も
の
つ
く
り
・
体
験

教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
一
〇
〇
〇

名
程
の
方
が
参
加
さ
れ
、
一
方
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
学

科
の
１
、２
年
生
中
心
の
学
生
73
名
が
各
教
室
を
サ

ポ
ー
ト
。
学
生
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
「
大
変
だ
っ
た
け

ど
す
ご
く
満
足
」、「
こ
ん
な
の
初
め
て
、
来
年
も
絶

対
や
っ
て
く
だ
さ
い
！
」
と
い
う
子
ど
も
達
か
ら
の

言
葉
を
次
回
へ
の
励
み
と
し
て
無
事
終
了
。
大
型
商

業
施
設
を
舞
台
と
し
た
、
教
職
員
・
学
生
一
体
の
地

域
密
着
型
イ
ベ
ン
ト
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

家
庭
科
教
員
向
け
の
講
座
開
催

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
主
催
第
１
回
家
庭
科
教
員
向

け
「
実
習
力
ア
ッ
プ
の
味
付
け
講
座
と
パ
ソ
コ
ン
講

座
」
計
４
回
が
、
夏
休
み
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

時
に
開
か
れ
、
本
学
卒
業
生
を
中
心
に
延
べ
23
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

七
国
防
災
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

10
月
15
日
（
土
）、
16
日
（
日
）
に
、
八
王
子
み

な
み
野
の
町
会
防
災
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
で
３
度
目
の
参
加
。
ア
ル
フ
ァ
化
米
を
使
っ
た

炊
き
込
み
ご
飯
３
５
０
食
分
を
調
理
し
、
地
元
の

方
々
に
振
舞
い
ま
し
た
。

節
電
対
策
用
う
ち
わ
の
制
作

住
居
学
科
３
年
の
安
納
優
衣
さ
ん
、
牛
木
彩
夏
さ

ん
、
田
中
萌
実
さ
ん
、
陳
伊
さ
ん
の
４
名
が
校
章
の

バ
ラ
を
モ
チ
ー
フ

に
デ
ザ
イ
ン
し
た

節
電
対
策
用
う
ち

わ
が
で
き
あ
が
り
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
参
加
者
に

配
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
活
動
紹
介

本
学
で
は
、
地
域
貢
献
を
大
学
の
第
三
の
使
命
と

捉
え
、
積
極
的
に
地
域
の
企
業
や
自
治
体
等
と
の
連

携
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
こ
う
し

た
連
携
に
は
個
別
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
案
件

が
増
え
、
内
容
が
多
様
化
す
る
に
伴
い
、
効
率
的
か

つ
よ
り
価
値
の
高
い
連
携
を
進
め
る
た
め
に
は
地
域

連
携
を
専
管
で
担
う
部
署
が
必
要
と
の
判
断
か
ら
、

今
年
４
月
、
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
（
小
口
悦
子
セ
ン
タ
ー
長
）
を
設
置
し
、ま
た
、

「
東
京
家
政
学
院
大
学　

地
域
連
携
ポ
リ
シ
ー
」
を

制
定
し
、
地
域
連
携
の
目
的
を
明
確
化
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
、
相
模
原
市
城
山
地
区
特

産
の
鮎
の
一
夜
干
し
を
用
い
た
メ
ニ
ュ
ー
開
発
や
、

ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同
に
よ
る
学
校
用
体
操

着
に
関
す
る
調
査
研
究
、
新
た
な
福
祉
ビ
ジ
ネ
ス
を

検
討
す
る
た
め
の
研
究
会
の
運
営
な
ど
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
根
差
し
た
連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
学

生
に
実
践
的
な
教
育
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
近
隣
の

神
奈
川
県
立

相
原
高
等
学

校
と
の
連
携

に
基
づ
く
高

校
生
と
の
共

同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
地
元

商
業
施
設
で

の
イ
ベ
ン
ト

実
施
な
ど
新

た
な
形
の
連
携
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の
発
足
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
地
域
に
貢
献
で
き
る
大
学
を
目
指
し
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

海
外
研
修

（
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
で
の
異
文
化
研
修
）

２
０
１
１

年
9
月
5
日

（
月
）
か
ら

12
日
（
月
）

ま
で
「
総
合

演
習
3
海
外

研
修
（
異
文

化
理
解
）」

と
し
て
イ
ギ

リ
ス
・
ロ
ン

ド
ン
に
て
研

修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
8
月
6
日
（
土
）
に
ロ

ン
ド
ン
北
部
で
暴
動
が
起
き
た
た
め
、
大
学
と
し
て

も
十
分
な
情
報
収
集
を
し
た
上
で
、
安
全
を
第
一
に

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

酷
暑
の
日
本
を
離
れ
、
イ
ギ
リ
ス
に
着
い
て
み
る

と
11
月
初
旬
の
気
温
。
連
日
雨
模
様
で
初
日
か
ら
イ

ギ
リ
ス
の
天
候
を
堪
能
で
き
た
研
修
で
し
た
。
一
週

間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
研
修
の
内
容
は
非
常

に
濃
く
、
学
生
の
皆
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
側
面
か
ら

イ
ギ
リ
ス
と
い
う
国
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
ガ
イ
ド
の
説
明
に
熱
心
に
聞
き
入
り
、
メ
モ

を
取
っ
た
り
写
真
を
撮
っ
た
り
と
忙
し
く
、
充
実
し

た
様
子
で
し
た
。
毎
日
が
異
文
化
体
験
で
あ
り
驚
い

た
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
全
て
が
良
い

鮎の一夜干しメニュー開発の成果発表会

第 48 回ＫＶＡ祭  Be  everyone  smile
～家政からのおくりもの～

去る 11月 12日・13日に第 48回ＫＶＡ祭が町田キャ

ンパスにて開催されました。今年は本学から被災地へ笑

顔を贈ろう！という想いが込められたタイトルどおり沢

山の笑顔に溢れました。企画はお笑いライブや芸人の司

会によるビンゴ大会の他、ファッションショーや学科の

特色を生かしたユニークな展示・イベントなど新しいも

のが目立ち、例年

以上に盛り上がり

ました。なお、こ

の成功は、授業の

合間を縫い準備に

励んだ実行委員達

の努力の賜物でも

あります。

自 転 車 は 車 道 左 端 を 走 行

警察庁は、昨年の 10 月以降、自転車の車道走行を徹

底指導することを決めました。自転車は歩道ではなく、

車道の左端を一列に走行しなければなりません。万一事

故を起こした時は、第 1に被害者を救護することを忘れ

ないでください。� （学生支援グループ）

奨 学 金 授 与 に つ い て

町田キャンパスでは、次のとおり学業優秀な学生を表

彰し奨学金を授与しました。

学校法人東京家政学院奨学金　６名

光塩会奨学金　６名

学校法人東京家政学院創立 80 周年記念光塩会奨学金

　16名

真剣な眼差しで
「小さいふくろをつくろう」

本学で分析実験を行なう相原高校の生徒たち

アン・ハサウェイ（シェイクスピアの妻）の生
家にて（ストラットフォード・アポン・エイボン）

藤野産ゆずを使った佃煮「ふじの煮」
パッケージには本学の名前があります

大人気ビンゴ大会

だし汁をアルファ化米に入れ、
「炊き込みご飯」の完成！

節電対策用うちわ
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。
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の
有
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法
の
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の
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ま
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理
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十
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が
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を
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た
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を
行
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の
成
分
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を
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学
研
究
室
（
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野
）
が
担

当
し
、1
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間
様
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な
レ
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を
行
い
ま
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た
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そ
の
中
で
、皮
を
使
っ
た
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煮
が
、「
ふ
じ
の
煮
」（
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真
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と
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て
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１
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に
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工
会
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ご
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で
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一
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中
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の
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が
各
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室
を
サ
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ト
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ス
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の
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変
だ
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け

ど
す
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く
満
足
」、「
こ
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な
の
初
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て
、
来
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も
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！
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と
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う
子
ど
も
達
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ら
の
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を
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の
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み
と
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て
無
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了
。
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商
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を
舞
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と
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、
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・
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一
体
の
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回
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夏
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み
の
オ
ー
プ
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ン
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時
に
開
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れ
、
本
学
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業
生
を
中
心
に
延
べ
23
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
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七
国
防
災
イ
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ン
ト
に
参
加
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15
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（
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16
日
（
日
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に
、
八
王
子
み

な
み
野
の
町
会
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災
イ
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ト
に
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ま
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目
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み
ご
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を
調
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、
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、
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が
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。

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
活
動
紹
介

本
学
で
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の
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と
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え
、
積
極
的
に
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の
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業
や
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治
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等
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の
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進
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き
ま
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で
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に
は
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に
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き
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が
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化
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に
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を
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る
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め
に
は
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を
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管
で
担
う
部
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必
要
と
の
判
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、
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、
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ン
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に
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連
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ン
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（
小
口
悦
子
セ
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タ
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を
設
置
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、ま
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、
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政
学
院
大
学　
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連
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を

制
定
し
、
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連
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の
目
的
を
明
確
化
し
ま
し
た
。
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は
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れ
ま
で
に
、
相
模
原
市
城
山
地
区
特

産
の
鮎
の
一
夜
干
し
を
用
い
た
メ
ニ
ュ
ー
開
発
や
、

ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同
に
よ
る
学
校
用
体
操

着
に
関
す
る
調
査
研
究
、
新
た
な
福
祉
ビ
ジ
ネ
ス
を

検
討
す
る
た
め
の
研
究
会
の
運
営
な
ど
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
根
差
し
た
連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
学

生
に
実
践
的
な
教
育
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
近
隣
の

神
奈
川
県
立

相
原
高
等
学

校
と
の
連
携

に
基
づ
く
高

校
生
と
の
共

同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
地
元

商
業
施
設
で

の
イ
ベ
ン
ト

実
施
な
ど
新

た
な
形
の
連
携
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の
発
足
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
地
域
に
貢
献
で
き
る
大
学
を
目
指
し
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

海
外
研
修

（
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
で
の
異
文
化
研
修
）

２
０
１
１

年
9
月
5
日

（
月
）
か
ら

12
日
（
月
）

ま
で
「
総
合

演
習
3
海
外

研
修
（
異
文

化
理
解
）」

と
し
て
イ
ギ

リ
ス
・
ロ
ン

ド
ン
に
て
研

修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
8
月
6
日
（
土
）
に
ロ

ン
ド
ン
北
部
で
暴
動
が
起
き
た
た
め
、
大
学
と
し
て

も
十
分
な
情
報
収
集
を
し
た
上
で
、
安
全
を
第
一
に

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

酷
暑
の
日
本
を
離
れ
、
イ
ギ
リ
ス
に
着
い
て
み
る

と
11
月
初
旬
の
気
温
。
連
日
雨
模
様
で
初
日
か
ら
イ

ギ
リ
ス
の
天
候
を
堪
能
で
き
た
研
修
で
し
た
。
一
週

間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
研
修
の
内
容
は
非
常

に
濃
く
、
学
生
の
皆
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
側
面
か
ら

イ
ギ
リ
ス
と
い
う
国
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
ガ
イ
ド
の
説
明
に
熱
心
に
聞
き
入
り
、
メ
モ

を
取
っ
た
り
写
真
を
撮
っ
た
り
と
忙
し
く
、
充
実
し

た
様
子
で
し
た
。
毎
日
が
異
文
化
体
験
で
あ
り
驚
い

た
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
全
て
が
良
い

鮎の一夜干しメニュー開発の成果発表会

第 48 回ＫＶＡ祭  Be  everyone  smile
～家政からのおくりもの～

去る 11月 12日・13日に第 48回ＫＶＡ祭が町田キャ

ンパスにて開催されました。今年は本学から被災地へ笑

顔を贈ろう！という想いが込められたタイトルどおり沢

山の笑顔に溢れました。企画はお笑いライブや芸人の司

会によるビンゴ大会の他、ファッションショーや学科の

特色を生かしたユニークな展示・イベントなど新しいも

のが目立ち、例年

以上に盛り上がり

ました。なお、こ

の成功は、授業の

合間を縫い準備に

励んだ実行委員達

の努力の賜物でも

あります。

自 転 車 は 車 道 左 端 を 走 行

警察庁は、昨年の 10 月以降、自転車の車道走行を徹

底指導することを決めました。自転車は歩道ではなく、

車道の左端を一列に走行しなければなりません。万一事

故を起こした時は、第 1に被害者を救護することを忘れ

ないでください。� （学生支援グループ）

奨 学 金 授 与 に つ い て

町田キャンパスでは、次のとおり学業優秀な学生を表

彰し奨学金を授与しました。

学校法人東京家政学院奨学金　６名

光塩会奨学金　６名

学校法人東京家政学院創立 80 周年記念光塩会奨学金

　16名

真剣な眼差しで
「小さいふくろをつくろう」

本学で分析実験を行なう相原高校の生徒たち

アン・ハサウェイ（シェイクスピアの妻）の生
家にて（ストラットフォード・アポン・エイボン）

藤野産ゆずを使った佃煮「ふじの煮」
パッケージには本学の名前があります

大人気ビンゴ大会

だし汁をアルファ化米に入れ、
「炊き込みご飯」の完成！

節電対策用うちわ



　2012 年 1月発行　学院だより　56　学院だより　2012 年 1月発行

　３．募集人員

区　分　

　入試方法

大学院 東京家政学院大学・現代生活学部

人間生活学研究科
現代家政学科 健康栄養学科 生活デザイン学科 児童学科 人間福祉学科

生活文化専攻

一般入試

Ｓ日程

４月入学生（前期・後期）・
９月入学生、

合わせて 10 名

10 10 10 6 5

Ａ日程 20 25 20 15 15

Ｂ日程 3 8 5 3 5

Ｃ日程 2 － 2 2 2

センター試験
利用入試

Ａ日程 5 9 5 3 5

Ｂ日程 3 4 3 1 2

Ｃ日程 2 1 2 1 2

計 10 45 57 47 31 36

Ｏ
Ｇ
を
招
い
て
就
職
相
談
会
開
催　

こ
の
相
談
会
は
、
Ｏ
Ｇ
20
名
と
4
年
生
内
定
者

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
自
身
の
就
職
体
験
談
や
職
業
観

な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
後
輩
た
ち
の
悩
み
に
親

身
に
応
対
し
て
い
た
だ
く
場
と
な
り
ま
し
た
。
進
路

に
不
安
を
抱
え
て
参
加
し
た
約
１
２
０
名
は
、
先
輩

と
膝
を
交
え
て
相
談
で
き
る
機
会
と
あ
っ
て
、
積
極

的
に
教
え
を
乞
う
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
終

了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界

の
様
子
が
分
か
り
、
大
変
有
意
義
だ
っ
た
と
い
う
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
昨
今
の
大
学
生
を
取

り
巻
く
厳
し
い
就
職
環
境
の
中
、
参
加
し
た
学
生
に

と
っ
て
は
大
い
に
励
ま
さ
れ
る
1
日
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

な
お
、
本
企
画
は
、
平
成
21
年
度
文
部
科
学
省
の

学
生
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
た
本
学
の

「
ネ
ッ
ト
就
職
支
援
シ
ス
テ
ム
」
推
進
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
（
11
月
5
日
、
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
）、

今
回
が
3
年
目
と
な
り
ま
す
。

韓
南
大
学
校
と
協
定
を

コ
ン
ケ
ン
大
学
と
Ｍ
Ｏ
Ｕ
を
締
結

９
月
21
日
に
韓
南
大
学
校
（
韓
国
・
大
田
広
域
市
）

の
金
炯
泰
総
長
等
３
名
が
本
学
を
訪
れ
、
両
大
学
間

の
協
定
締
結
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

両
大
学
間
で
学
生
交
流
、
学
術
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
９
月
22
日
に
は
コ
ン
ケ
ン
大
学
（
タ
イ
・

コ
ン
ケ
ン
市
）
看
護
学
部
の
カ
ニ
タ
学
部
長
が
本
学

を
訪
れ
、
現
代

生
活
学
部
と
の

間
で
教
員
交
流

に
関
す
る
Ｍ
Ｏ

Ｕ
（
覚
書
）
が

締
結
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
の
国

際
交
流
活
動
に

ご
期
待
下
さ
い
。

日
本
橋
美
人
博
覧
会

協
賛
イ
ベ
ン
ト
実
施

10
月
21
日
～
11
月 

5
日
ま
で
日
本
橋
美
人
博
覧

会
に
協
賛
し
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
展
示

と
講
演
会
を
開
催
。
５
台
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
江
戸

時
代
の
錦
絵
や
染
め
の
資
料
、
更
紗
・
髪
飾
り
・
再

現
料
理
標
本
・
木
地
玩
具
等
を
展
示
し
ま
し
た
。
60

名
以
上
の
本
学
関
係
者
を
含
め
、
２
７
０
名
が
見
学

さ
れ
ま
し
た
。
29
日
の
講
演
会
で
は
、
午
前
が
江
原

名
誉
教
授
の「
江
戸
の
食
と
再
現
料
理
」、お
昼
に「
江

戸
エ
コ
行
楽
重
」
の
お
弁
当
を
楽
し
み
、
午
後
は
藤

居
教
授
の
「
染
め
今
昔
・
天
然
染
料
の
色
合
い
」
と
、

学
生
作
品

図
録
天
然
染
料
で
染
め
る
き
も
の

『
世
界
で
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
の
作
品
展
へ
、
よ

う
こ
そ
』 

天
野
学
長
の
序
題
で
は
じ
ま
る
こ
の
図

録
は
、
本
学
の
被
服
整
理
学
研
究
室
が
指
導
し
た
過

去
20
年
間
の
染
色
分
野
の
卒
業
研
究
作
品
き
も
の
91

点
と
、
授
業
作
品 

友
禅
染
め
の
帯
52
点
を
収
録
し

て
図
書
館
が
出
版
し
ま
し
た
。
作
品
に
は
伝
統
工
芸

の
染
色
技
法
に
か
け
る
学
生
の
４
年
間
の
成
長
と
情

熱
と
努
力
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
は
学
生
ひ

と
り
一
人
に
向
き
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
隠
れ
た
個
性

や
能
力
を
引
き
出
し
、
育
て
る
「
卒
業
成
長
値
」
を

高
め
る
教
育
を

大
事
に
し
て
い

ま
す
。
本
学
の

教
育
の
一
端
を

多
く
の
方
々
に

ご
覧
い
た
だ
き

た
い
で
す
。（
図

書
館
）

大
変
好
評
で
し
た
。

相談会の光景

学友会主催ドッジボール大会開催

10 月 15 日（土）学友会が主催するドッジボール大会
が、千代田三番町キャンパスアリーナで開催されました。
学科移転後初めての大会であり、開催に向け不安いっぱ
いでしたが、優勝賞品「TDL パスポート」に誘われたの
か、参加チーム数は 13 団体と予想を大きく上回りまし
た。熱戦が繰り広げられるなか、昨年準優勝の 2 年生チー
ム「ゆりーぱみゅぱみゅ」が、見事前年の雪辱を果たし、

栄冠を射止めました。
その他上位入賞チーム

は以下のとおりです。準
優勝 ｢チームバレー部 ( が
大半を占めている )｣（１
年生）、ベスト４「カント
リ ー マ ー ム 」（ １ 年 生 ）、

「チーム B」（３年生）
学友会スタッフ

平成 24年度入試日程　東京家政学院大学・大学院
※詳細はHP、入試要項等をご確認下さい。

　１．一般入試

区　分

大　学　院 東京家政学院大学・現代生活学部

人間生活学研究科

現代家政学科
健康栄養学科 （Ｃ日程を除く）

生活デザイン学科
児童学科

人間福祉学科

出願期間

（４月入学・後期）
　平成 24 年 1 月 27 日（金）～ 2 月 3 日（金）

（９月入学）
　平成 24 年 7 月 2 日（月）～ 7 月 9 日（月）

（Ｓ日程）平成 24 年 1 月 5 日（木）～ 1 月 13 日（金）
（Ａ日程） 郵送受付：平成 24 年 1 月 5 日（木）～ 1 月 19 日（木）

窓口受付：平成 24 年 1 月 20 日（金）
（Ｂ日程） 郵送受付：平成 24 年 1 月 23 日（月）～ 2 月 8 日（水）

窓口受付：平成 24 年 2 月 9 日（木）
（Ｃ日程） 郵送受付：平成 24 年 2 月 23 日（木）～ 3 月 5 日（月）

窓口受付：平成 24 年 3 月 6 日（火）

試験日

（４月入学・後期）
　平成 24 年 2 月 13 日（月）

（９月入学）
　平成 24 年 7 月 18 日（水）

（Ｓ日程）平成 24 年 1 月 21 日（土）
（Ａ日程） 平成 24 年 2 月 1 日（水）、3 日（金）のいずれか

１日または両日
（Ｂ日程）平成 24 年 2 月 16 日（木）
（Ｃ日程）平成 24 年 3 月 14 日（水）

試験場 町田キャンパス

（Ｓ日程） 千代田三番町キャンパス・町田キャンパス・仙台・
新潟・宇都宮・甲府・長野・静岡

（Ａ・Ｂ日程） 千代田三番町キャンパス・町田キャンパス 
（志願者選択）

（Ｃ日程）現代家政学科：千代田三番町キャンパス
　　　　   生活デザイン学科・児童学科・人間福祉学科：町田

キャンパス

合格発表

（４月入学・後期）
　平成 24 年 2 月 18 日（土）

（９月入学）
　平成 24 年 7 月 24 日（火）

（Ｓ日程）平成 24 年 1 月 25 日（水）
（Ａ日程）平成 24 年 2 月 4 日（土）
（Ｂ日程）平成 24 年 2 月 17 日（金）
（Ｃ日程）平成 24 年 3 月 15 日（木）

　２．センター試験利用入試

区　分

東京家政学院大学・現代生活学部

現代家政学科
健康栄養学科

生活デザイン学科
児童学科

人間福祉学科

出願期間

（Ａ日程）郵送受付：平成 24 年 1 月 16 日（月）～
　　　　　　　　　　　　　 　2 月 3 日（金）
　　　　  窓口受付：平成 24 年 2 月 6 日（月）

（Ｂ日程）郵送受付：平成 24 年 1 月 30 日（月）～
 　　　　　　　　　　　　　　2 月 10 日（金）
　　　 　 窓口受付：平成 24 年 2 月 13 日（月）

（Ｃ日程）郵送受付：平成 24 年 3 月 8 日（木）～
　　　　　　　　　　　　　　 3 月 19 日（月）
　　　　  窓口受付：平成 24 年 3 月 21 日（水）

試験日
（センター

試験）
平成 24 年１月 14 日（土）、15 日（日）

合格発表
（Ａ日程）平成 24 年 2 月 9 日（木）
（Ｂ日程）平成 24 年 2 月 17 日（金）
（Ｃ日程）平成 24 年 3 月 23 日（金）

※ 入試窓口受付は町田キャンパス入試広報グループに限ります。

○お問い合わせ先
東京家政学院大学・大学院
〒 194-0292
東京都町田市相原町 2600 番地
入試広報グループ
TEL　042-782-9411

平成 24年度入試日程　筑波学院大学
○経営情報学部
　入試日程

入試区分 募集人員 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表

一般入試

Ａ日程 30 1 月 16 日（月）～ 
2 月 2 日（木） 2 月 11 日（土・祝） 2 月 15 日（水）

Ｂ日程 15 2 月 13 日（月）～
 2 月 22 日（水） 3 月 3 日（土） 3 月 8 日（木）

センター利用入試

Ａ日程 10 1 月 30 日（月）～
 2 月 9 日（木） 大学入試センター試験

1 月 14 日（土）
1 月 15 日（日）

2 月 20 日（月）

Ｂ日程 ５ 3 月 5 日（月）～
 3 月 13 日（火） 3 月 22 日（木）

ＡＯ入試 予備面談型 ４期 AO 入試全体
で６０名

3 月 1 日（木）～ 
3 月 12 日（月） 3 月 18 日（日） 3 月 22 日（木）

○お問い合わせ先
筑波学院大学
〒 305-0031
茨城県つくば市吾妻 3-1
入試・広報課
TEL　029-858-4815

協定締結後に韓南大学校の関係者と

お弁当

展示

図録　深紅の表紙
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　３．募集人員

区　分　

　入試方法

大学院 東京家政学院大学・現代生活学部

人間生活学研究科
現代家政学科 健康栄養学科 生活デザイン学科 児童学科 人間福祉学科

生活文化専攻

一般入試

Ｓ日程

４月入学生（前期・後期）・
９月入学生、

合わせて 10 名

10 10 10 6 5

Ａ日程 20 25 20 15 15

Ｂ日程 3 8 5 3 5

Ｃ日程 2 － 2 2 2

センター試験
利用入試

Ａ日程 5 9 5 3 5

Ｂ日程 3 4 3 1 2

Ｃ日程 2 1 2 1 2

計 10 45 57 47 31 36

Ｏ
Ｇ
を
招
い
て
就
職
相
談
会
開
催　

こ
の
相
談
会
は
、
Ｏ
Ｇ
20
名
と
4
年
生
内
定
者

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
自
身
の
就
職
体
験
談
や
職
業
観

な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
後
輩
た
ち
の
悩
み
に
親

身
に
応
対
し
て
い
た
だ
く
場
と
な
り
ま
し
た
。
進
路

に
不
安
を
抱
え
て
参
加
し
た
約
１
２
０
名
は
、
先
輩

と
膝
を
交
え
て
相
談
で
き
る
機
会
と
あ
っ
て
、
積
極

的
に
教
え
を
乞
う
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
終

了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界

の
様
子
が
分
か
り
、
大
変
有
意
義
だ
っ
た
と
い
う
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
昨
今
の
大
学
生
を
取

り
巻
く
厳
し
い
就
職
環
境
の
中
、
参
加
し
た
学
生
に

と
っ
て
は
大
い
に
励
ま
さ
れ
る
1
日
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

な
お
、
本
企
画
は
、
平
成
21
年
度
文
部
科
学
省
の

学
生
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
た
本
学
の

「
ネ
ッ
ト
就
職
支
援
シ
ス
テ
ム
」
推
進
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
（
11
月
5
日
、
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
）、

今
回
が
3
年
目
と
な
り
ま
す
。

韓
南
大
学
校
と
協
定
を

コ
ン
ケ
ン
大
学
と
Ｍ
Ｏ
Ｕ
を
締
結

９
月
21
日
に
韓
南
大
学
校
（
韓
国
・
大
田
広
域
市
）

の
金
炯
泰
総
長
等
３
名
が
本
学
を
訪
れ
、
両
大
学
間

の
協
定
締
結
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

両
大
学
間
で
学
生
交
流
、
学
術
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
９
月
22
日
に
は
コ
ン
ケ
ン
大
学
（
タ
イ
・

コ
ン
ケ
ン
市
）
看
護
学
部
の
カ
ニ
タ
学
部
長
が
本
学

を
訪
れ
、
現
代

生
活
学
部
と
の

間
で
教
員
交
流

に
関
す
る
Ｍ
Ｏ

Ｕ
（
覚
書
）
が

締
結
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
の
国

際
交
流
活
動
に

ご
期
待
下
さ
い
。

日
本
橋
美
人
博
覧
会

協
賛
イ
ベ
ン
ト
実
施

10
月
21
日
～
11
月 

5
日
ま
で
日
本
橋
美
人
博
覧

会
に
協
賛
し
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
展
示

と
講
演
会
を
開
催
。
５
台
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
江
戸

時
代
の
錦
絵
や
染
め
の
資
料
、
更
紗
・
髪
飾
り
・
再

現
料
理
標
本
・
木
地
玩
具
等
を
展
示
し
ま
し
た
。
60

名
以
上
の
本
学
関
係
者
を
含
め
、
２
７
０
名
が
見
学

さ
れ
ま
し
た
。
29
日
の
講
演
会
で
は
、
午
前
が
江
原

名
誉
教
授
の「
江
戸
の
食
と
再
現
料
理
」、お
昼
に「
江

戸
エ
コ
行
楽
重
」
の
お
弁
当
を
楽
し
み
、
午
後
は
藤

居
教
授
の
「
染
め
今
昔
・
天
然
染
料
の
色
合
い
」
と
、

学
生
作
品

図
録
天
然
染
料
で
染
め
る
き
も
の

『
世
界
で
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
の
作
品
展
へ
、
よ

う
こ
そ
』 

天
野
学
長
の
序
題
で
は
じ
ま
る
こ
の
図

録
は
、
本
学
の
被
服
整
理
学
研
究
室
が
指
導
し
た
過

去
20
年
間
の
染
色
分
野
の
卒
業
研
究
作
品
き
も
の
91

点
と
、
授
業
作
品 

友
禅
染
め
の
帯
52
点
を
収
録
し

て
図
書
館
が
出
版
し
ま
し
た
。
作
品
に
は
伝
統
工
芸

の
染
色
技
法
に
か
け
る
学
生
の
４
年
間
の
成
長
と
情

熱
と
努
力
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
は
学
生
ひ

と
り
一
人
に
向
き
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
隠
れ
た
個
性

や
能
力
を
引
き
出
し
、
育
て
る
「
卒
業
成
長
値
」
を

高
め
る
教
育
を

大
事
に
し
て
い

ま
す
。
本
学
の

教
育
の
一
端
を

多
く
の
方
々
に

ご
覧
い
た
だ
き

た
い
で
す
。（
図

書
館
）

大
変
好
評
で
し
た
。

相談会の光景

学友会主催ドッジボール大会開催

10 月 15 日（土）学友会が主催するドッジボール大会
が、千代田三番町キャンパスアリーナで開催されました。
学科移転後初めての大会であり、開催に向け不安いっぱ
いでしたが、優勝賞品「TDL パスポート」に誘われたの
か、参加チーム数は 13 団体と予想を大きく上回りまし
た。熱戦が繰り広げられるなか、昨年準優勝の 2 年生チー
ム「ゆりーぱみゅぱみゅ」が、見事前年の雪辱を果たし、

栄冠を射止めました。
その他上位入賞チーム

は以下のとおりです。準
優勝 ｢チームバレー部 ( が
大半を占めている )｣（１
年生）、ベスト４「カント
リ ー マ ー ム 」（ １ 年 生 ）、

「チーム B」（３年生）
学友会スタッフ

平成 24年度入試日程　東京家政学院大学・大学院
※詳細はHP、入試要項等をご確認下さい。

　１．一般入試

区　分

大　学　院 東京家政学院大学・現代生活学部

人間生活学研究科

現代家政学科
健康栄養学科 （Ｃ日程を除く）

生活デザイン学科
児童学科

人間福祉学科

出願期間

（４月入学・後期）
　平成 24 年 1 月 27 日（金）～ 2 月 3 日（金）

（９月入学）
　平成 24 年 7 月 2 日（月）～ 7 月 9 日（月）

（Ｓ日程）平成 24 年 1 月 5 日（木）～ 1 月 13 日（金）
（Ａ日程） 郵送受付：平成 24 年 1 月 5 日（木）～ 1 月 19 日（木）

窓口受付：平成 24 年 1 月 20 日（金）
（Ｂ日程） 郵送受付：平成 24 年 1 月 23 日（月）～ 2 月 8 日（水）

窓口受付：平成 24 年 2 月 9 日（木）
（Ｃ日程） 郵送受付：平成 24 年 2 月 23 日（木）～ 3 月 5 日（月）

窓口受付：平成 24 年 3 月 6 日（火）

試験日

（４月入学・後期）
　平成 24 年 2 月 13 日（月）

（９月入学）
　平成 24 年 7 月 18 日（水）

（Ｓ日程）平成 24 年 1 月 21 日（土）
（Ａ日程） 平成 24 年 2 月 1 日（水）、3 日（金）のいずれか

１日または両日
（Ｂ日程）平成 24 年 2 月 16 日（木）
（Ｃ日程）平成 24 年 3 月 14 日（水）

試験場 町田キャンパス

（Ｓ日程） 千代田三番町キャンパス・町田キャンパス・仙台・
新潟・宇都宮・甲府・長野・静岡

（Ａ・Ｂ日程） 千代田三番町キャンパス・町田キャンパス 
（志願者選択）

（Ｃ日程）現代家政学科：千代田三番町キャンパス
　　　　   生活デザイン学科・児童学科・人間福祉学科：町田

キャンパス

合格発表

（４月入学・後期）
　平成 24 年 2 月 18 日（土）

（９月入学）
　平成 24 年 7 月 24 日（火）

（Ｓ日程）平成 24 年 1 月 25 日（水）
（Ａ日程）平成 24 年 2 月 4 日（土）
（Ｂ日程）平成 24 年 2 月 17 日（金）
（Ｃ日程）平成 24 年 3 月 15 日（木）

　２．センター試験利用入試

区　分

東京家政学院大学・現代生活学部

現代家政学科
健康栄養学科

生活デザイン学科
児童学科

人間福祉学科

出願期間

（Ａ日程）郵送受付：平成 24 年 1 月 16 日（月）～
　　　　　　　　　　　　　 　2 月 3 日（金）
　　　　  窓口受付：平成 24 年 2 月 6 日（月）

（Ｂ日程）郵送受付：平成 24 年 1 月 30 日（月）～
 　　　　　　　　　　　　　　2 月 10 日（金）
　　　 　 窓口受付：平成 24 年 2 月 13 日（月）

（Ｃ日程）郵送受付：平成 24 年 3 月 8 日（木）～
　　　　　　　　　　　　　　 3 月 19 日（月）
　　　　  窓口受付：平成 24 年 3 月 21 日（水）

試験日
（センター

試験）
平成 24 年１月 14 日（土）、15 日（日）

合格発表
（Ａ日程）平成 24 年 2 月 9 日（木）
（Ｂ日程）平成 24 年 2 月 17 日（金）
（Ｃ日程）平成 24 年 3 月 23 日（金）

※ 入試窓口受付は町田キャンパス入試広報グループに限ります。

○お問い合わせ先
東京家政学院大学・大学院
〒 194-0292
東京都町田市相原町 2600 番地
入試広報グループ
TEL　042-782-9411

平成 24年度入試日程　筑波学院大学
○経営情報学部
　入試日程

入試区分 募集人員 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表

一般入試

Ａ日程 30 1 月 16 日（月）～ 
2 月 2 日（木） 2 月 11 日（土・祝） 2 月 15 日（水）

Ｂ日程 15 2 月 13 日（月）～
 2 月 22 日（水） 3 月 3 日（土） 3 月 8 日（木）

センター利用入試

Ａ日程 10 1 月 30 日（月）～
 2 月 9 日（木） 大学入試センター試験

1 月 14 日（土）
1 月 15 日（日）

2 月 20 日（月）

Ｂ日程 ５ 3 月 5 日（月）～
 3 月 13 日（火） 3 月 22 日（木）

ＡＯ入試 予備面談型 ４期 AO 入試全体
で６０名

3 月 1 日（木）～ 
3 月 12 日（月） 3 月 18 日（日） 3 月 22 日（木）

○お問い合わせ先
筑波学院大学
〒 305-0031
茨城県つくば市吾妻 3-1
入試・広報課
TEL　029-858-4815

協定締結後に韓南大学校の関係者と

お弁当

展示

図録　深紅の表紙
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第
３
回
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

今
年
で
3
回
目
と
な
る
筑
波
学
院
大
学
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
企
画
、
運
営
は

本
学
3
年
生
が
担
当
し
、
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
ブ
ロ
グ

デ
ザ
イ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
「
童
話
の
世
界
」
を
テ
ー
マ

に
紙
製
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
茨
城
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
東
京
都
、
福
岡
県
、

和
歌
山
県
、
そ
し
て
被
災
地
で
あ
る
福
島
県
い
わ
き

市
な
ど
、
全
国
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
を
用
い
た
作
品
の
他
に
、
手
描
き
に
よ
る

作
品
も
多
く
、
童
話
や
物
語
を
表
現
し
た
幻
想
的
な

も
の
や
、
可
愛
ら
し
い
作
品
が
目
立
ち
ま
し
た
。

学
内
選
考
を
経
て
入
賞
し
た
作
品
は
、
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭

に
て
展
示
し
、
来
場
者
か
ら
の
７
０
０
票
近
い
投
票

に
よ
っ
て
、
グ
ラ
ン
プ
リ
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
、
Ｋ
Ｖ

Ａ
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。
上
位
賞
の
方
に
は
、
デ
ザ

イ
ン
マ
ー
カ
ー
な
ど
の
賞
品
と
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
今
年
か
ら
学
内
の
デ
ザ
イ
ン
制
作
の
意
識
を

高
め
る
た
め
、
在
学
生
部
門
も
設
け
ま
し
た
。
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
系

ソ
フ
ト
技
術

を
用
い
た
作

品
が
多
く
、

日
頃
の
授
業

の
成
果
が
現

れ
ま
し
た
。

高
校
生
と

在
学
生
に
よ

る
た
く
さ
ん
の
作
品
が
、
会
場
を
華
や
か
に
飾
り
、

来
場
者
の
み
な
さ
ん
に
も
好
評
で
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
本
学
の
デ

ザ
イ
ン
教
育
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

第
10
回
保
護
者
会
で
学
食
体
験
も
!!

10
月
1
日
（
土
）
第
10
回
保
護
者
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
午
前
中
に
全
体
会
と
希
望
者
の
方
の
個
人
面

談
を
行
い
ま
し
た
。
全
体
会
で
は
学
長
か
ら
の
講
話

及
び
、
学
生
部
長
か
ら
学
生
生
活
に
つ
い
て
、
ま
た

履
修
申
請
の
状
況
や
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
奨
学
金

の
貸
与
、
給
付
に
つ
い
て
な
ど
の
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
普
段
学
生
が
利
用
し
て
い
る
学
食
で
の

試
食
会
も
実
施
し
、
学
生
の
大
学
生
活
の
一
部
を
体

験
し
て
頂
き
ま
し
た
。
体
験
し
た
保
護
者
の
方
か
ら

は
安
価
で
美
味
し
い
と
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

午
後
は
、
例
年
実
施
し
て
い
る
就
職
関
係
の
報
告

と
講
演
の
代
わ
り
に
文
部
科
学
省
の
大
学
教
育
・
学

生
支
援
推
進
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
３
年
間
の
総

括
と
し
て
「
企
業
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
社
会
人
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
夏
期
就
活
ガ
イ
ダ
ン
ス

９
月
14
日
（
水
）
～
16
日
（
金
）
の
３
日
間
で
、

平
成
25
年
３
月
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
夏
期
就

活
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
、
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
藤
枝
玲
子
氏
、
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
小
松
崎
浩
司
氏
を
招
き
、
1
日
目

は
主
に
就
職
活
動
の
進
め
方
、
自
己
分
析
、
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
履
歴
書
対
策
、
2
日
目
は
面
接
対
策
、

採
用
試
験
対
策
、
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
講
座
、
3
日
目
は

デ
ィ
ベ
ー
ト
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
対
策
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
対
策
な
ど
実
践
を
交
え
て
の
就
職

全
般
に
関
す
る
講
義
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
か
ら

初
め
、「
人
は
ど
う
し
て
働
く
の
か
」
と
い
う
基
本

的
な
意
識
確
認
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
内
容
を
深
め
、
履

歴
書
の
書
き
方
や
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
個
人
面

接
や
集
団
面
接
を
行
い
ま
し
た
。
人
事
担
当
者
と
学

生
の
立
場
を
交
互
に
体
験
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

助
言
し
、
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

と
履
歴
書
の
ベ
ー
ス
が
作
る
こ
と
が
で
き
有
意
義

だ
っ
た
」、「
面
接
の
練
習
で
自
分
の
欠
点
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
」
な

ど
と
い
う
感
想

が
多
く
聞
か
れ
、

12
月
か
ら
の
本

格
的
な
就
職
活

動
の
ス
タ
ー
ト

に
役
立
つ
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

留
学
生
日
本
文
化
研
修(

11
／
12)

毎
年
恒
例
の
留
学
生
日
本
文
化
研
修
旅
行
が
、
11

月
12
日
（
土
）
に
行
わ
れ
、
留
学
生
・
国
際
別
科
生
・

日
本
人
学
生
・
教
職
員
の
17
名
が
穏
や
か
な
小
春
日

和
の
日
に
茨
城
県
南
の
３
箇
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
水
海
道
風
土
博
物
館
坂

野
家
住
宅
は
壮
大
な
豪
農
屋
敷
で
、
案
内
の
方
が
、

数
々
の
部
屋
が
実
際
に
何
に
使
わ
れ
た
か
を
丁
寧
に

説
明
し
て
下
さ
り
、留
学
生
に
は
格
好
の
日
本
文
化
、

歴
史
と
の
接
触
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

常
総
市
の
佐
古
染
色
工
芸
館
で
は
、
ハ
ン
カ
チ
や

マ
フ
ラ
ー
の
藍
染
絞
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
絞
り
方

の
違
い
で
ど
れ
一
つ
同
じ
模
様
が
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
藍
染
作
品
が
で
き
、
全
員
、
大
満
足
の
藍
染
経
験

で
し
た
。

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
昼
食
後
は
、
守
谷
市

の
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
工
場
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
大
ス

ク
リ
ー
ン
で
の
映
像
と
説
明
の
後
、
大
き
な
工
場
を

ガ
イ
ド
付
き
で
見
学
し
、
留
学
生
か
ら
も
活
発
な
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
ジ
ュ
ー
ス

や
ビ
ー
ル
の
試
飲

も
あ
り
、
日
本
の

新
旧
文
化
を
体
験

し
た
研
修
旅
行
は

無
事
に
終
了
し
ま

し
た
。

企
業
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
社
会
人
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム去

る
10
月
１

日
の
土
曜
日
、
文

部
科
学
省
の
大

学
教
育
・
学
生
支

援
推
進
事
業
に

採
択
さ
れ
た
「
企

業
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
社
会
人
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
総
括
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
者
と
し
て
著
名
な
吉

村
作
治
・
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
を
迎
え
て
、「
試

練
を
乗
り
越
え
て
夢
を
実
現
す
る―

私
の
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
」
と
題
す
る
基
調
講
演
が
あ
り
、
ご
自
身

が
考
古
学
の
道
に
進
ん
だ
経
緯
を
例
に
挙
げ
な
が

ら
、
約
１
時
間
に
わ
た
っ
て
将
来
の
進
路
を
決
め
る

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。
中
で
も
強

調
さ
れ
た
の
は
、「
見
え
る
キ
ャ
リ
ア
」
と｢

見
え

な
い
キ
ャ
リ
ア
」
を
早
く
決
め
る
こ
と
、
失
敗
を
恐

れ
ず
む
し
ろ
自
慢
す
る
こ
と
、「
愛
、
意
思
、
運
、
縁
、

恩
」
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
３
点
で
し
た
。
母
上
の

影
響
を
様
々
に
受
け
た
こ
と
や
発
掘
調
査
中
の
興
味

深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
さ
ら
に
は
も
と
も
と
噺
家
に
な

り
た
か
っ
た
、と
い
う
意
外
な
告
白
（
？
）
も
あ
り
、

講
演
は
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、「
社
会
に
出
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な

キ
ャ
リ
ア
と
は―

激
変
す
る
就
職
環
境
へ
の
対
応
」

と
題
す
る
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、

本
学
教
員
と
外
部
パ
ネ
ラ
ー
が
活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

藍染絞り体験の様子

第 21 回 KVA祭

平成 23 年 10 月 22・23 日に第 21 回 KVA 祭が開催

されました。「新しい一歩、挑戦する一手～ Turn over a 

new leaf~」と言うテーマを掲げ、来場者 2500 人以上を

集めました。テレビアニメ NARUTO の主演声優として有

名な「竹内順子さんのトークショー」もほぼ満席となり、

恒例となった KVA 実行委員会主催の「第 6 回 KVA 杯ドッ

ジボール大会」、学友会主催の「つくば仮装コレクショ

ン２０１１」も盛況でした。ジャグリングやベリーダン

スなど多様なパフォーマンスも披露され、イベント・展

示・模擬店などの内容も充実し、賑やかな 2 日間でした。

オープンキャンパス日程

開催日 時　　間

2月 26 日（日）
受付 10：00 ～
スタート 10：30　終了予定 13：00

3 月 25 日（日）
受付 10：00 ～
スタート 10：30　終了予定 13：00

講演中の吉村作治氏

第３回デザインコンテスト開催

〈自己ピーアールの練習〉
お互いに注意しあい、
自分の長所・欠点などを
見つけながら進めました。

集団面接の練習
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第
３
回
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

今
年
で
3
回
目
と
な
る
筑
波
学
院
大
学
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
企
画
、
運
営
は

本
学
3
年
生
が
担
当
し
、
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
ブ
ロ
グ

デ
ザ
イ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
「
童
話
の
世
界
」
を
テ
ー
マ

に
紙
製
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
茨
城
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
東
京
都
、
福
岡
県
、

和
歌
山
県
、
そ
し
て
被
災
地
で
あ
る
福
島
県
い
わ
き

市
な
ど
、
全
国
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
を
用
い
た
作
品
の
他
に
、
手
描
き
に
よ
る

作
品
も
多
く
、
童
話
や
物
語
を
表
現
し
た
幻
想
的
な

も
の
や
、
可
愛
ら
し
い
作
品
が
目
立
ち
ま
し
た
。

学
内
選
考
を
経
て
入
賞
し
た
作
品
は
、
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭

に
て
展
示
し
、
来
場
者
か
ら
の
７
０
０
票
近
い
投
票

に
よ
っ
て
、
グ
ラ
ン
プ
リ
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
、
Ｋ
Ｖ

Ａ
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。
上
位
賞
の
方
に
は
、
デ
ザ

イ
ン
マ
ー
カ
ー
な
ど
の
賞
品
と
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
今
年
か
ら
学
内
の
デ
ザ
イ
ン
制
作
の
意
識
を

高
め
る
た
め
、
在
学
生
部
門
も
設
け
ま
し
た
。
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
系

ソ
フ
ト
技
術

を
用
い
た
作

品
が
多
く
、

日
頃
の
授
業

の
成
果
が
現

れ
ま
し
た
。

高
校
生
と

在
学
生
に
よ

る
た
く
さ
ん
の
作
品
が
、
会
場
を
華
や
か
に
飾
り
、

来
場
者
の
み
な
さ
ん
に
も
好
評
で
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
本
学
の
デ

ザ
イ
ン
教
育
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

第
10
回
保
護
者
会
で
学
食
体
験
も
!!

10
月
1
日
（
土
）
第
10
回
保
護
者
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
午
前
中
に
全
体
会
と
希
望
者
の
方
の
個
人
面

談
を
行
い
ま
し
た
。
全
体
会
で
は
学
長
か
ら
の
講
話

及
び
、
学
生
部
長
か
ら
学
生
生
活
に
つ
い
て
、
ま
た

履
修
申
請
の
状
況
や
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
奨
学
金

の
貸
与
、
給
付
に
つ
い
て
な
ど
の
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
普
段
学
生
が
利
用
し
て
い
る
学
食
で
の

試
食
会
も
実
施
し
、
学
生
の
大
学
生
活
の
一
部
を
体

験
し
て
頂
き
ま
し
た
。
体
験
し
た
保
護
者
の
方
か
ら

は
安
価
で
美
味
し
い
と
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

午
後
は
、
例
年
実
施
し
て
い
る
就
職
関
係
の
報
告

と
講
演
の
代
わ
り
に
文
部
科
学
省
の
大
学
教
育
・
学

生
支
援
推
進
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
３
年
間
の
総

括
と
し
て
「
企
業
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
社
会
人
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
夏
期
就
活
ガ
イ
ダ
ン
ス

９
月
14
日
（
水
）
～
16
日
（
金
）
の
３
日
間
で
、

平
成
25
年
３
月
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
夏
期
就

活
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
、
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
藤
枝
玲
子
氏
、
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
小
松
崎
浩
司
氏
を
招
き
、
1
日
目

は
主
に
就
職
活
動
の
進
め
方
、
自
己
分
析
、
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
履
歴
書
対
策
、
2
日
目
は
面
接
対
策
、

採
用
試
験
対
策
、
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
講
座
、
3
日
目
は

デ
ィ
ベ
ー
ト
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
対
策
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
対
策
な
ど
実
践
を
交
え
て
の
就
職

全
般
に
関
す
る
講
義
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
か
ら

初
め
、「
人
は
ど
う
し
て
働
く
の
か
」
と
い
う
基
本

的
な
意
識
確
認
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
内
容
を
深
め
、
履

歴
書
の
書
き
方
や
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
個
人
面

接
や
集
団
面
接
を
行
い
ま
し
た
。
人
事
担
当
者
と
学

生
の
立
場
を
交
互
に
体
験
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

助
言
し
、
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

と
履
歴
書
の
ベ
ー
ス
が
作
る
こ
と
が
で
き
有
意
義

だ
っ
た
」、「
面
接
の
練
習
で
自
分
の
欠
点
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
」
な

ど
と
い
う
感
想

が
多
く
聞
か
れ
、

12
月
か
ら
の
本

格
的
な
就
職
活

動
の
ス
タ
ー
ト

に
役
立
つ
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

留
学
生
日
本
文
化
研
修(

11
／
12)

毎
年
恒
例
の
留
学
生
日
本
文
化
研
修
旅
行
が
、
11

月
12
日
（
土
）
に
行
わ
れ
、
留
学
生
・
国
際
別
科
生
・

日
本
人
学
生
・
教
職
員
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17
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が
穏
や
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な
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春
日

和
の
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に
茨
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南
の
３
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を
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れ
ま
し
た
。
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で
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る
水
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道
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博
物
館
坂

野
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は
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で
、
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、
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が
実
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に
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丁
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に
は
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の
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、
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接
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と
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す
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。
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違
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ル
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全
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、
大
満
足
の
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染
経
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で
し
た
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日
本
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で
の
昼
食
後
は
、
守
谷
市

の
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ル
工
場
の
見
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を
し
ま
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た
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と
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の
後
、
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な
工
場
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活
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ク
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フ
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ま
し
た
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エ
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と
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著
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な
吉
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早
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田
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誉
教
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を
迎
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て
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試
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乗
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越
え
て
夢
を
実
現
す
る―

私
の
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
」
と
題
す
る
基
調
講
演
が
あ
り
、
ご
自
身

が
考
古
学
の
道
に
進
ん
だ
経
緯
を
例
に
挙
げ
な
が

ら
、
約
１
時
間
に
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た
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将
来
の
進
路
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る

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。
中
で
も
強
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意
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の
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た
。
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出
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と
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第
47
回 

常
磐
祭  

文
化
祭　
（
中
高
生
徒
会
よ
り
）

ご
き
げ
ん
よ
う
。
今
年
の
文
化
祭
は
例
年
よ
り

早
ま
っ
て
、
十
月
一
・
二
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
凜
娘
（
り
ん
ご
）」
で
し
た
。
前

日
ま
で
心
配
し
て
い
た
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
テ
ー
マ

通
り
生
徒
一
人
一
人
が
凜
と
し
て
輝
け
る
よ
う
な
文

化
祭
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

で
は
新
た
に
新
企
画
も
取
り
入
れ
、
と
て
も
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
！
そ
し
て
、
今
年
か
ら
新
し
く

な
っ
た
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
で
は
舞
台
系
発
表
が
行
わ

れ
、
各
団
体
が
文
化
祭
ま
で
努
力
し
て
き
た
成
果
が

存
分
に
出
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

文
化
祭
実
行
委
員
は
半
年
前
か
ら
門
・
ス
テ
ー
ジ

作
り
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん

の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
い
て
、
大
盛
況
で
終
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た
、
今
年
以
上
の
も
の
と
な

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

入
試
広
報
係
だ
よ
り

ご
き
げ
ん
よ
う
。
中
高
入
試
広
報
係
で
は
、
今
年

度
も
説
明
会
な
ど
広
報
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
ま

す
。十

月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
高
校
入
試
説
明
会
に

つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

当
日
は
、
三
十
六
組
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。説
明
会
の
全
体
を
第
一
部
と
第
二
部
に
分
け
、

第
一
部
で
は
、
吹
奏
楽
部
に
よ
る
発
表
や
高
校
二
年

生
に
よ
る
学
校
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
吹
奏
楽

部
の
演
奏
は
、
普
段
の
練
習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
、

聞
い
て
い
る
皆
さ
ん
に
元
気
を
与
え
る
よ
う
な
演
奏

で
し
た
。
高
校
二
年
生
は
、
今
年
度
の
文
化
祭
と
体

育
祭
、
ま
た
生
徒
会
活
動
な
ど
、
学
校
行
事
を
中
心

と
し
た
紹
介
を
し
ま
し
た
。
発
表
担
当
の
生
徒
は
た

く
さ
ん
の
受
験
生
を
前
に
緊
張
し
て
い
る
様
子
で
し

た
が
、
温
か
い
拍
手
を
い
た
だ
き
と
て
も
嬉
し
そ
う

で
し
た
。
ま
た
、
体
育
系
ク
ラ
ブ
の
紹
介
も
兼
ね
た

挨
拶
も
あ
り
、
最
後
ま
で
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し

た
。第

二
部
で
は
、
募
集
要
項
や
入
学
後
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
や
進
路
指
導
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
説
明
会
は
、
初
め
て
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
を
会
場

と
し
ま
し
た
。
明
る
く
広
々
と
し
た
空
間
で
、
ご
参

加
い
た
だ
い
た
受
験
生
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
生

徒
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
見
て
い
た
だ
き
、
盛
況

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

一
月
に
も
中
学
校
入
試
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
方
の
ご
来
校
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

２号館プランター

中学・高校共通イベント

２０１２年度　東京家政学院　中学校募集要項（抜粋）

試　 験　 日
2 月 1 日（水） 2 月 2 日（木） 2 月 5 日（日） 2 月 9 日（木）

午 前 午 後 午 後 午 前 午 前

募 集 人 員 ４０名

A 入試：2 科
40 名

20 名 15 名 5 名
B 入試：適性検査

10 名

集 合 時 間 8:30 15:00 15:00 8:30 8:30

終 了 時 間
２科　10:30 A・B 入試とも

２科　17:00
２科　10:30 ２科　10:30

４科　11:30 17:00 ４科　11:30 ４科　11:30

試 験 科 目
午前入試　２科（国語・算数）、４科（国語・算数・理科・社会）選択

午後入試　２科（国語・算数）　　　   　　　　　　　　　　　　　　　

時 間 ・ 配 点

２科：国語・算数　（各４５分、　各１００点）

４科：国語・算数　（各４５分、　各１００点）　
　　　社会・理科　（計５０分、　各５０点）

適 性 検 査 《１日午後 B 入試》Ⅰ国語的分野 ：作文（４５分） 
　　　　　　　　   Ⅱ理科的、社会的分野： 総合問題（４５分）

出 願 受 付
窓口 ： １月２０日（金） ～ 入試当日［日曜を除く］　９：００～１６：００

郵送 ： １月２０日（金） ～ １月２６日（木）　消印有効

検   定   料 ２０，０００円 （複数受験可）

特 待 生 制 度

全ての入試において特待生を選抜します。
　　　得点率８０％以上・・・入学金および授業料　全額免除
　　　得点率７５％以上・・・入学金および授業料　半額免除
　　　得点率７０％以上・・・入学金　免除

特別進学コース
選 抜

全ての入試において特別進学コースを選抜します。
得点率６５％以上を基準とします。

チャレンジ入試 既合格者を対象に、特待生・特別進学コースの再受験ができます。
（１日午後・２日・５日）

合 格 発 表

〈午前入試〉 ◇掲示・・・入試当日　１４：００ ～ １５：００
◇ＨＰ・・・入試当日　１４：００ ～ ２０：００

〈午後入試〉 ◇掲示・・・入試当日　１０：００ ～ １１：００
◇ＨＰ・・・入試当日　２１：００ ～ 翌日　９：００

入 学 手 続 入試当日～２月１０日（金）《日曜を除く》　　９：００ ～ １６：００

入　 学　 金 ２５０，０００円

２０１２年度　募集要項のポイント
 １．試   験   日 ２/ ２午前は実施しません。

 ２．募 集 人 員
合格ラインは得点率５５％です。

（2011 年度入試　各回平均）
定員にこだわらず合格者を出します。

 ３．集 合 時 間 午後入試は余裕を持って受験できます。

 ４．終 了 時 間 筆記試験で終了です。面接は行いません。

 ５．試 験 科 目 ４科受験生は２００点満点に換算して選考します。
科目ごとの基準点は設定せず、合計点で選考します。

 ６．時間 ・ 配点 基礎問題を中心に出題します。
難問、奇問はありません。

 ７．適 性 検 査 公立中高一貫校と同じ形式で出題します。
作文のテーマは事前に伝えます。

 ８．出 願 受 付 当日出願は集合時間まで可能です。

 ９．検   定   料 1 回の受験料で複数回受験できます。

 10．特待生制度 授業料免除は 1 ヵ年が対象です。
次年度への継続は審査の上、決定します。

 11． 特別進学コース　
選抜

得点率が基準を超えた合格者は全て特別進学コース合
格となります。
入学手続の際に総合進学コースへ変更することも可能
です。

 12．チャレンジ入試 複数回受験が可能です。
2/9 入試では実施しません。

 13. 合 格 発 表 すべて当日に行います。
合格通知を本校入試窓口にてお受け取りください。

 14．入 学 手 続 合格通知を必ずお持ちください。
必要書類をお渡しします。

 15．入  学  金 返還、延納は実施しておりません。

ご不明な点はお問い合わせ下さい。

東京家政学院  中学校・高等学校　入試事務室
電　話　０３－３２６２－２５５９（入試専用ダイヤル）
ＦＡＸ　０３－３２６２－２２２３
ホームページ　http:// ｗｗｗ .kasei-gakuin.ac.jp/chuko/

２０１２年度入試 説明会日程（中学校）
入試直前対策 1 月 14 日（土）　10：00 ～／ 14：00 ～

キャンパスツアー 1 月 28 日（土）　11：00 ～　  　　　　

12 月 1 日（木）～１月 28 日（土）まで　　入試直前個別相談期間

○予約は、ホームページまたはファクシミリでお受けしております。
○各行事は事情により変更される場合があります。 本校 HP でご確認下さい。

合　唱　祭 2012 年１月 19日（木） 14:00 ～ 16:00 練馬文化センター

（受験生・保護者 /予約不要）

２０１２年度　東京家政学院　高等学校募集要項（抜粋）
１．推薦入試

推薦入試を希望される方は、事前相談が必要です。詳細は、募集要項をご覧下さい。

推 薦   方   式 ①単願推薦　　　②併願推薦　　　③自己推薦

募   集   人   員 ４０名

出   願   期   間 １月１８日（水）　・　１月１９日（木）

試      験      日 １月２２日（日）

合   格   発   表 当　日　発　表

入   学   手   続
①単願推薦 ・ ③自己推薦  １月２２日（日）～２３日（月）　

②併願推薦　１月２２日（日）～公立高校前期発表翌日　  　 

２．一般入試（併願優遇希望者も含む）
併願優遇を希望される方は、事前相談が必要です。詳細は、募集要項をご覧下さい。

募   集   人   員 ４０名

出   願   期   間 １月２５日（水）　～　２月７日（火）

試      験      日 ２月１０日（金）

合   格   発   表 当  日  発  表

入   学   手   続 ２月１０日（金）　～　公立高校前期発表翌日

文化祭のポスター

文化祭正門の飾り付け

学校説明会にて

午後入試は２科目（国語・算数）

適正検査入試（２/ １午後）を実施

特進コース選抜基準は得点率 65％以上 
チャレンジの気持ちを形にしよう！

つのポイント≪中学入試≫

大江スミ奨学金について

今年度から、中学校２・３年生及び高等学校２・３年生
に対しても授業料の減免が受けられる制度ができました。
　この制度が受けられる生徒は、
前年度に優秀な成績を修め、
良好な生活態度で、高校卒業
時まで、本学院の生徒として
学業を続ける意志のある者と
します。
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よ
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よ
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通
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な
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。
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２号館プランター

中学・高校共通イベント

２０１２年度　東京家政学院　中学校募集要項（抜粋）

試　 験　 日
2 月 1 日（水） 2 月 2 日（木） 2 月 5 日（日） 2 月 9 日（木）

午 前 午 後 午 後 午 前 午 前

募 集 人 員 ４０名

A 入試：2 科
40 名

20 名 15 名 5 名
B 入試：適性検査

10 名

集 合 時 間 8:30 15:00 15:00 8:30 8:30

終 了 時 間
２科　10:30 A・B 入試とも

２科　17:00
２科　10:30 ２科　10:30

４科　11:30 17:00 ４科　11:30 ４科　11:30

試 験 科 目
午前入試　２科（国語・算数）、４科（国語・算数・理科・社会）選択

午後入試　２科（国語・算数）　　　   　　　　　　　　　　　　　　　

時 間 ・ 配 点

２科：国語・算数　（各４５分、　各１００点）

４科：国語・算数　（各４５分、　各１００点）　
　　　社会・理科　（計５０分、　各５０点）

適 性 検 査 《１日午後 B 入試》Ⅰ国語的分野 ：作文（４５分） 
　　　　　　　　   Ⅱ理科的、社会的分野： 総合問題（４５分）

出 願 受 付
窓口 ： １月２０日（金） ～ 入試当日［日曜を除く］　９：００～１６：００

郵送 ： １月２０日（金） ～ １月２６日（木）　消印有効

検   定   料 ２０，０００円 （複数受験可）

特 待 生 制 度

全ての入試において特待生を選抜します。
　　　得点率８０％以上・・・入学金および授業料　全額免除
　　　得点率７５％以上・・・入学金および授業料　半額免除
　　　得点率７０％以上・・・入学金　免除

特別進学コース
選 抜

全ての入試において特別進学コースを選抜します。
得点率６５％以上を基準とします。

チャレンジ入試 既合格者を対象に、特待生・特別進学コースの再受験ができます。
（１日午後・２日・５日）

合 格 発 表

〈午前入試〉 ◇掲示・・・入試当日　１４：００ ～ １５：００
◇ＨＰ・・・入試当日　１４：００ ～ ２０：００

〈午後入試〉 ◇掲示・・・入試当日　１０：００ ～ １１：００
◇ＨＰ・・・入試当日　２１：００ ～ 翌日　９：００

入 学 手 続 入試当日～２月１０日（金）《日曜を除く》　　９：００ ～ １６：００

入　 学　 金 ２５０，０００円

２０１２年度　募集要項のポイント
 １．試   験   日 ２/ ２午前は実施しません。

 ２．募 集 人 員
合格ラインは得点率５５％です。

（2011 年度入試　各回平均）
定員にこだわらず合格者を出します。

 ３．集 合 時 間 午後入試は余裕を持って受験できます。

 ４．終 了 時 間 筆記試験で終了です。面接は行いません。

 ５．試 験 科 目 ４科受験生は２００点満点に換算して選考します。
科目ごとの基準点は設定せず、合計点で選考します。

 ６．時間 ・ 配点 基礎問題を中心に出題します。
難問、奇問はありません。

 ７．適 性 検 査 公立中高一貫校と同じ形式で出題します。
作文のテーマは事前に伝えます。

 ８．出 願 受 付 当日出願は集合時間まで可能です。

 ９．検   定   料 1 回の受験料で複数回受験できます。

 10．特待生制度 授業料免除は 1 ヵ年が対象です。
次年度への継続は審査の上、決定します。

 11． 特別進学コース　
選抜

得点率が基準を超えた合格者は全て特別進学コース合
格となります。
入学手続の際に総合進学コースへ変更することも可能
です。

 12．チャレンジ入試 複数回受験が可能です。
2/9 入試では実施しません。

 13. 合 格 発 表 すべて当日に行います。
合格通知を本校入試窓口にてお受け取りください。

 14．入 学 手 続 合格通知を必ずお持ちください。
必要書類をお渡しします。

 15．入  学  金 返還、延納は実施しておりません。

ご不明な点はお問い合わせ下さい。

東京家政学院  中学校・高等学校　入試事務室
電　話　０３－３２６２－２５５９（入試専用ダイヤル）
ＦＡＸ　０３－３２６２－２２２３
ホームページ　http:// ｗｗｗ .kasei-gakuin.ac.jp/chuko/

２０１２年度入試 説明会日程（中学校）
入試直前対策 1 月 14 日（土）　10：00 ～／ 14：00 ～

キャンパスツアー 1 月 28 日（土）　11：00 ～　  　　　　

12 月 1 日（木）～１月 28 日（土）まで　　入試直前個別相談期間

○予約は、ホームページまたはファクシミリでお受けしております。
○各行事は事情により変更される場合があります。 本校 HP でご確認下さい。

合　唱　祭 2012 年１月 19日（木） 14:00 ～ 16:00 練馬文化センター

（受験生・保護者 /予約不要）

２０１２年度　東京家政学院　高等学校募集要項（抜粋）
１．推薦入試

推薦入試を希望される方は、事前相談が必要です。詳細は、募集要項をご覧下さい。

推 薦   方   式 ①単願推薦　　　②併願推薦　　　③自己推薦

募   集   人   員 ４０名

出   願   期   間 １月１８日（水）　・　１月１９日（木）

試      験      日 １月２２日（日）

合   格   発   表 当　日　発　表

入   学   手   続
①単願推薦 ・ ③自己推薦  １月２２日（日）～２３日（月）　

②併願推薦　１月２２日（日）～公立高校前期発表翌日　  　 

２．一般入試（併願優遇希望者も含む）
併願優遇を希望される方は、事前相談が必要です。詳細は、募集要項をご覧下さい。

募   集   人   員 ４０名

出   願   期   間 １月２５日（水）　～　２月７日（火）

試      験      日 ２月１０日（金）

合   格   発   表 当  日  発  表

入   学   手   続 ２月１０日（金）　～　公立高校前期発表翌日

文化祭のポスター

文化祭正門の飾り付け

学校説明会にて

午後入試は２科目（国語・算数）

適正検査入試（２/ １午後）を実施

特進コース選抜基準は得点率 65％以上 
チャレンジの気持ちを形にしよう！

つのポイント≪中学入試≫

大江スミ奨学金について

今年度から、中学校２・３年生及び高等学校２・３年生
に対しても授業料の減免が受けられる制度ができました。
　この制度が受けられる生徒は、
前年度に優秀な成績を修め、
良好な生活態度で、高校卒業
時まで、本学院の生徒として
学業を続ける意志のある者と
します。
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10
年
間
過
ご
し
た
母
校
を
卒
業
し
、
早
15

年
以
上
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
都
内
を
中
心
に
料
理
と

マ
ナ
ー
の
講
師
と
し
て
活
動
し
、
自
宅
で
は

外
国
人
向
け
の
和
食
教
室
を
主
宰
し
て
い
ま

す
。30

代
、
夫
の
仕
事
で
ロ
ン
ド
ン
・
バ
ン
コ

ク
と
在
外
生
活
を
送
る
機
会
が
あ
り
、
そ
れ

ま
で
当
た
り
前
と
考
え
て
い
た
、日
本
の「
マ

ナ
ー
」
や
「
料
理
」
に
対
す
る
、
世
界
の
高

い
評
価
や
発
信
力
を
再
認
識
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
赴
任
前
か
ら
仕
事
と
し
て
い
た

料
理
を
通
し
て
は
在
外
先
で
多
く
の
方
々
と

交
流
を
も
つ
機
会
が
で
き
、
タ
イ
で
は
日
本

と
タ
イ
の
料
理
勉
強
会
を
し
て
い
た
友
人

と
、
タ
イ
で
初
め
て
と
な
る
本
格
日
本
の
家

庭
料
理
本
「ITADAKIM

ASU

」
を
出
版
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
社
会
で
の

家
庭
料
理
は
、
日
常
生
活
の
家
事
の
一
部
と

し
て
の
み
受
け
止
め
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
そ

の
中
に
は
日
本
の
風
土
や
歴
史
を
通
じ
て
誕

生
し
た
文
化
や
食
材
を
活
か
す
知
恵
が
詰

ま
っ
て
い
て
、
海
外
で
の
評
価
・
興
味
は
驚

く
も
の
で
す
。

「
マ
ナ
ー
」
を
習
得
し
日
頃
か
ら
実
践
す

る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
場
で
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
う
こ
と
を
可
能
に

し
、
ま
た
、
日
頃
食
べ
作
っ
て
い
る
「
料
理

（
和
食
）」
を
季
節
や
歴
史
を
含
め
体
系
的
に

学
ぶ
こ
と
は
、
大
変
有
益
な
文
化
交
流
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

日
本
に
戻
り
、
マ
ナ
ー
や
料
理
講
座
の
講
師

と
し
て
１
年
余
り
で
す
が
、
お
子
さ
ん
か
ら

高
校
・
大
学
生
、
独
身
者
・
主
婦
ま
た
リ
タ

イ
ア
し
た
男
性
と
幅
広
い
層
の
生
徒
さ
ん
に

対
し
、料
理
や
マ
ナ
ー
の
意
味
な
ど
も
含
め
、

楽
し
く
学
ん
で
頂
き
な
が
ら
、
私
自
身
、
自

ら
が
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
・
発
信
す
る
こ
と

の
楽
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
、
国
際
化
が

進
む
日
本
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

と
発
信
力
を
高
め
る
こ
と
に
微
力
な
が
ら
繋

が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

日
本
の
﹁
食
﹂﹁
マ
ナ
ー
﹂
と
い
う

文
化
を
伝
え
て

東
京
家
政
学
院
大
学
家
政
学
部　

家
政
学
科
卒
業　

小
林
浩
子

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
研
究
室
で
、
観
光
を
産

業
面
、
経
済
面
の
視
点
か
ら
研
究
し
て
い
ま

す
。
観
光
学
は
学
際
的
な
分
野
で
あ
り
、
学

生
に
親
し
み
や
す
い
よ
う
に
、
理
論
に
偏
る

よ
り
も
実
務
的
な
勉
強
を
多
く
し
て
お
り
、

「
観
光
を
通
じ
て
社
会
の
し
く
み
を
知
る
」

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
製
造
業
の
輸
出
で
経
済
大
国
に
な

り
観
光
は
文
化
と
み
な
し
て
き
ま
し
た
が
、

欧
米
や
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
観
光
を
産
業
と
し

て
育
成
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
小
泉
政
権

以
来
、
日
本
も
観
光
立
国
と
し
て
外
国
人
旅

行
者
誘
致
の
政
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
で
は
、「
観
光
は
、
人
間
が
余
暇
時

間
に
知
的
欲
求
や
休
養
の
た
め
に
移
動
し
て

訪
問
地
で
財
を
消
費
す
る
」
と
い
う
定
義
に

基
づ
き
、
移
動
手
段
の
交
通
全
般
、
宿
泊
手

段
で
あ
る
ホ
テ
ル
等
、
観
光
資
源
で
あ
る
自

然
、
文
化
遺
産
、
そ
れ
ら
を
商
品
化
す
る
旅

行
会
社
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
研
究
を
し
ま

す
。
大
島
ゼ
ミ
に
参
加
す
る
学
生
は
、
専
門

科
目
で
、
空
港
見
学
や
ホ
テ
ル
見
学
で
現
場

の
話
を
聞
き
、
異
文
化
理
解
や
情
報
収
集
や

情
報
発
信
の
技
術
を
学
ん
で
き
て
い
ま
す

が
、
観
光
業
界
に
進
む
意
欲
が
あ
る
な
ら
、

語
学
力
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

精
神
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
生
に
は
留
学
生
も
多
く
、
ア
ジ
ア
の

旅
行
業
界
や
、
海
外
旅
行
体
験
に
基
づ
く
異

文
化
の
課
題
、
震
災
被
災
地
の
観
光
振
興
を

研
究
し
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。
茨
城
県
が

三
年
連
続
で
日
本
の
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
最

下
位
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
改
善
し
よ
う

と
い
う
意
欲
あ
る
学
生
も
お
り
、
県
と
も
連

携
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
組
め
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

筑
波
学
院
大
学

経
営
情
報
学
科　

大
島
ゼ
ミ（教

授　

大
島
愼
子
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

小
林　

浩
子

東
京
家
政
学
院
大
学
家
政
学
部　
　
　

　

家
政
学
科　
（
平
成
６
年
度
卒
業
）

料
理
・
マ
ナ
ー
講
師　

料
理
研
究
家

四
谷
に
て
料
理
教
室　

主
宰
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味の素社「ビギナーズクッキング
スクール」での風景

学外授業　成田空港見学




